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関
品同寺一
係
（諸官）
省 d守』宮
0文部省設置法施行規則の一部を改正する
省令（文音IS2 5) 10・ 1
0国立 学校設置法施行規則の一部を改正す
る省令（文部2 6) 10 ・ 1
規 則
。人事院規則（職員の災害補償）の一部を
改正する規則（人事院16- 0) 9 . 30 
0 人事 院 規則（災害を受けた職員の福 祉 地
設）の一部を改正する規則
（人事院16 3 ) 9 ・30
報 第239号
法 d寸岳冒、
（長官官）
0人事院規則（補償及び福祉施設の実施）
の一部を改正する規則（人事院 16- 4) 9 . 30 
� ，ニiユ、
0大学等の研究機関等における祖換えD N 
A実験指針の一部を改正する件
（文部 116) 9 ・ 8
0大学等の研究機関等における組換えD N 
A実験指針に基づき追加して認定する件
（文部 1 1 7) 9 . 8 
0昭和59年度科学研究費補助金の計画調書
の提出期間を定める件（文部123) 9 . 24 
学 内 規 則
制眠淀＂＂帽＇
富山大学経済学部規則の一部改正
富山大学経済学部規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和58年 9 月 1 6日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学経済学部規則の一部を改正する規則
富山大 学経済学部規則J （昭和50年6月2 7日 制定）の一部を次のように改正する。
第9条を次のように改める。
第9条 各授業科目 の単位数は， l 単位の履修時間を
教室内及び教室外を合わせて45時間とする。
2 講義， 演習／えび、外国書講読については， 教室内に
おける 1 時間の講義， 演習及び‘外国書講読に対して
教室外における2時聞の準備のための学修を必要と
するものとし， 毎週1時間15)JMの講義， 演習及び外
国書講読をもってl単位とするつ
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別表第1 授業科目／土び単位数の続消学科， 経営学
科］えび経営法学科の各表中
「I I Iコンビュータ一実習I 2 I I I I 2 I 」を
「I I Iプロクラミンク演習I 4 I I I I 4 11」に，
「l I I 公 法 総 論 I 4 I I I I 4 11」を
「｜｜ ！ 憲 法 i 4 i i i I 4 Ii ! I i 行 政 法 I 4 I I ! I 4 II」に，
第239号
「IF！「s「
tpl「
。
報品晶子
I 2 I I I f 2 II」を
I 4 I I I I 4 Ii」に，
I 4 I I I I 4 11」を
I 2 I I I I 2 Ii」に，
I 4 I I I I 4 I」を
I i 4 i 
i i 2 
4 i 
i 2 i 
法 総 ：耐
＊ 法
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比較法制死諭
民事訴訟法
民事訴訟法
判 法
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1動 法
労働団体法
労働保護法
国際経消組織法
国際法 総 論
国際続出組織法
IE] I療 法
裁
労
組性口XUAq口δ
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#I 
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「II I 
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「｜｜ ｜
「II I I 
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単位。事件方法の表91別表第2
28 
経常法学系
経済学系
経営学系
他
28 
経営学系
経消学 系
経営法学系
他
28 
経消学系
杭営学系
経営法学系
Jさ
11{ 
千j↓
を
20以上
84以上
64以上
グ〉そ20以上グ〉そ28以」：
84以｝：
72以上
他
のそl� 
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計
」
28 
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28以上
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経済学：系
経 営学系
他
28 
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28以上
経営学系
経消学系
経営法学系
他
28 
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脱
出
学
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経営学：系
経営法学系
f也
Ed
－ － 、
、 一五
HV
干＇t
グコそグ〉そグ〉ヲて目
に改める。
72以上
92以上
72以上
92以上
80以上
92以上
よみ、
」
別表3を次のように改めるn
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別表第3 経消学一専攻科技業科目／えひ単位数
専攻名 投 業 干�� 目
経 済 政 策 特 殊 問 題
Rオ 政 旦十ん 特 殊 問 題
金 肩虫 ー日ム岡 特 手朱 問 題
景 広Z三L� 圭百 聞企量、
�J. 統 言十 十主主， 特 殊 問 題
各 国 金ifcf正三 I斉 事 情
経 A邑'-'- 組 織 エ日J間、
理 i＂ι - 業 ヨ日d間t、
売主 斤凸以． 学 特 殊 問 題
主国立 理 i、3、L 計 壬E 冊三》、
経 目オ 務 � 計 ＝日三間〉、
�』エ 計 会寸主 a'ー 特 殊 間 題
j片L 通 云日ム間 特 事朱 間 題
戸邑'-'- 経 営 工 学 特 殊 問 題
経 営 環境 論特殊問題
国際 経営論特殊問題
E等 経 営 実 務 論特殊問題
民 法 ヰ寺 事朱 問 題
商 法 特 手朱 問 題
Jjc 憲 法 キ寺 殊 問 題
行 政 法 特 殊 問 題
民事訴訟法特殊問題
存主 I斉 法 特 殊 問 題
労 働 法 ヰ寺 殊 問 題
i寅 習
研 ワプ恒L 報 』Eまコニ
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単 位 数
必修 選択
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
14 
附 則 砂富山大学経済学部規則の改正理由
1 この規則は， 昭和58年10月l日 から施行する。
2 この規則の施行目前において， すでに専門教育課
程へ移行している者については， なお従前の例によ
る。
演習等の単位計算方法を変更するほか， 授業科目及
び単位数を整理し， 教育内容の充実を図るため。
富山大学公印管理規則の一部改正
富山大学公印管理規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和58年10月1日 富山大学長 柳 田 友 道
-
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富山大学公印管理規則の一部を改正する規則
富山大学公印管理規則 （ 昭和48年 4月13日 制定） の一部を次のように改正する。
別表 第2 官職印 中
富山大学高岡短期大学創 I 23 I 庶務課長 ｜ 文書 係長
設準備室長の印
」
を削る。
附 則
この規則は， 昭和58年10月 1 日 から施行する。
砂富山大学公印管理規員ljの改正理由
昭和58年10月1日 をもって富山大学高岡短期大学創
設準備室 が廃止されたことに伴い， 所要事項を改める。
＠ 退庁， 退室の際には， 電気， ガスの消し忘れ， タバコの吸般の後始末に十分注意し，
火災の予防に心がけましょう．グ
＠ 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力しましょうグ
諸
AQ 一A
議
昭和58年度第11回学寮補導委員会（ 9月12日 ）
（審議事項）
(1 ) 学寮問題について
(3）体育部会l号委員 （部会長） の選出について
昭和58年度第12回学寮補導委員会（ 9月12日 ）
（審議事項）
(1）学寮問題について
昭和58年度第14回学寮補導委員会（ 9月13日 ）
（審議事項）
(1） 学寮問題について
昭和58年度第13回学寮補導委員会（ 9月13日 ）
（審議事項）
(1） 学寮問題について
昭和58年度第15国学寮補導委員会（ 9月16日 ）
（審議事項）
(1） 学寮問題について
昭和58年度第4回補導協議会（ 9月13日 ）
（審議事項）
(1） 大学祭について
(2）文化部会l号委員 （部会長） 及び 2 号委員 の選出
昭和58年度第2回大学院委員会（ 9月16日 ）
（審議事項）
(1） 昭和59年度富山大学大学院工学研究科 （修士課程）
入学試験合格者の判定について
(2）昭和59年度富山大学大学院工学研究科（修士課程）
推薦入学者の選考について
について
5 -
学
昭和58年10月1日発行
昭和58年度第6 回評議会（ 9月16日）
（報告事項）
( 1）昭和59年度富山大学大 学院工 学研究科（修士課程）
入 学試験合格者の判定について
(2 ）昭和59年度富山大 学大 学院工学研究科（修士課程）
推薦入 学者の選考について
(3）教官人事について （理 学部）
(4）学生の動向について
（審議事項）
(1）富山大学経済 学部規則の一部改正（案） について
(2）富山大学名誉教授称号授与について
(3）昭和58年 9月卒業の認定について（人文学部・教
育 学部・経済学部）
計算機センタ一広報・教育小委員会（ 9月16日 ）
（審議事項）
(1 ）年報 第 8号の編集について
昭和58年度第16回学寮補導委員会（ 9月17日 ）
（審議事項）
(1 ）学寮問題について
計算機センター専門委員会（ 9月17日 ）
（審議事項）
(1 ）情報処理センターの設置計画について
昭和58年度第17回学寮補導委員会（ 9月19日 ）
（審議事項）
(1） 学寮問題について
昭和58年度第3 回大学院委員会（ 9月四日）
報
（審議事項）
(1 ）昭和59年度富山大学大学院理 学研究科（修士課紅）
第239号
入学試験合格者の判定について
昭和58年度第18回学寮補導委員会（ 9月21日 ）
（審議事項）
(1 ）学寮問題について
昭和58年度第19回学寮補導委員会（ 9月2 1日）
（審議事項）
(1 ）学寮問題について
昭和58年度第20回学寮補導委員会（ 9月22日）
（審議事項）
(1）学寮問題について
昭和58年度第4回入学試験管理委員会（ 9月27日）
（報告事項）
(1）昭和59年度入 学試験問題作成委員及び電子計算機
処理委員について
（審議事項）
(1）昭和59年度富山大学学生募集要項（大学案内付）
（案） について
昭和58年度第2回公開講座委員会（ 9月29日 ）
（審議事項）
(1）公開講座の実施について
構内交通対策委員会（ 9月30日 ）
（審議事項）
(1)バイクの騒音対策と駐車場について
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 n廿－ 任命権者
採 用 58. 9. 2 0  中 村 喜久美 事務補佐員（附属図書館） 富山大学長
58. 10 . l 飯 回 敏 助手（理 学部） II 
昇 任 II 東 ）｜｜ 和 夫 助手（理 学部） 助教授（ II 文部大臣
II 山 口 f言口 土口 II （工 学部） II （工 学部） II 
II 寺 西 千代子 講師（経営短期大学部） II （経営短期 大学部） II 
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配置換 58, 9. 16 山 上 康 彦 文部技官（経済学部） 文部事務官（工学剖：） 富山大学長
58. 10  1 佐 藤 清 雄 教授（教養部） 教授（理学部） 文部大臣
II 木 越 ｛ふI、I 助教授（ II 助教授（金沢大学教養部） II 
II 麻 生 ＝ 郎 /I （高岡短期大学部設準備室） II （高岡短期大学） II 
II j工 回 晴 夫 高岡短期大学創設準備室総主幹 高岡短期大学事務部長 II 
II ノj、 林 武 J/ 託協主幹 II 総務課長 II 
臨時的任用 58. 9. 24 石 野 敦 子 教諭（教育学部附属幼稚園） 富山大学長
｛井 任 58. 10 1 桶 吾 一 庶務部庶務課企画係長 高岡短期大学総務課 高岡短期大学長
II 雁 回 立ヨ.，：； II 企画主任 II II 
II 佐 伯 信 男 文部技官（施設課） II II 
II 金 回 稔 /I （経理部経理課自動車運転手） 文家 部庶 務
技官課庶 （ 務国立係L立自動山車少年運転
自然手、の） 国自主然L 立の 家山少所 年長
辞 島正 58 9. 30 τ口i� 岡 泰 博 文部事務官（附属図書館） 辞職を承認する 富山大学長
II 星 名 俊 美 事務補佐員（教育学部） II II 
退 1故 58. 10. 1 嘉 義 美 子 教諭（教育学部附属幼稚園） 昭和58年9月30日限り任期満了によJ）退職した II 
II 西 回 や す 臨時用務員（厚生課作業員） 昭和58年9月初日限り退職した II 
II 小 森 道 特 事務補佐員（高岡短期大学創設準備室） II II 
職務命令 II 越 森 でJ 文部技官（施設課） 地設課設備係電気主任を命ずる II 
II 三／，ご 野 義 光 II II II 機械主任を命ずる II 
II 1左｛自 信 男 II II 施設課工営係建築主任を命ずる II 
II 結 城 敏 文部事務官（附属図書館） 附属図書館整理係整理主任を命ずる II 
II j兵 屋 節 子 II II II 
閲覧係閲覧主任を命ずる
II 
II 関 場 貞 子 II II /I 参考係参考主任を命ずる II 
学 内 諸 報
海 外 渡 航 者
渡 航 の 種 類 所属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間
初期ソビエ ト政権の文化政策 58. 9 8 
人文学部 教 授 藤井 一行 ソビエト連邦
の研究のため 58. 10. 8 
外国出張
韓国一日 本植物分類学合同シ 58. 9 9 
教 養 部 II 河野 昭一 大韓民国
ンポジウム出席のため 58. 9. 15 
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富山大学事務職員研修
昭和 58年度富山大学事務職員（初任者）研修が， 8 工学部 文部技官 j岡井 充
月29日 （月 ）から9月 2 日 （金） までの 5日 間事務局 II 文部事務官 津島 浩司
中会議室において実施されました。 教養部 II 長谷川美香
この研修は， 新規採用職員に対して国家公務員の使 附属図書館 II 脇坂 勝人
命と心構えを自覚させると共に， 大学行政に共通して 経営短期大学部 II 山田 ヲヨー
必要な職務遂行上の基礎的な知識 ・ 技能・態度を養成 （昭和58年4 月 1日 採用）
し併せて富山大学職員としての一体感を培うことを目 庶務部 文部事務官 長田 昭夫
的としたもので， 受講者及び研修日程は次のとおりで 工学部 " 熊崎 卓巴
す。 " 文部技官 高村 浩之
1 受講者 II II 有i撃みちf
（昭和57年4 月 1日 採用） 附属図書館 文部事務官 松島 珠喜
経理部 文部事務官 庄司 正文 教育学部 II 堂口 肇
人文学部・理学部 " 田村 修一 経営短期大学部 II 高橋 春男
教育学部 II 大山口由利 2 石庁fl多日 干呈
II II 織田 tit起 思Jj紙のとおり
経済学部 II 北角 政信
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昭和58年度富山大学事務職員（初任者）研修日程表
時間I 9 : oo 10 : 00 1 1  : 00 12 : 00 13 : 00 14 : 00 15 : oo 16 : oo 17 : oo 
I I I I I I I I I I I I I I I 
8月
刊日日
仰
「大学の管理｜執務の基礎知
運 営につい ｜ 識(I)て 」 ｜ 「富山大学の沿革と組織について 」庶務課長
松本実
休
開講式
自己紹介
（事務連絡 ） I 事務局 長川上芳夫
書自＇＂ρ 
品川Hりt」 劇 にHa 間＆叩lzf
F‘
員印げγ主力草木むιJ4
市 川 付 《
J
fム
同支
，
llJ 昨尻悶限
引川
制分ン一 同帝劇一 刈服 懲てi「」
導補
て生ムい
厚
つ 執務の基礎知識（11)
「富山大学の施設について 」施設課長
前島健治
五小別別 員和 殺任口謀、王火口事
員
人職
長
閣
，払い釘門1
1 
ロ貝
田
耕
前
古苧’八長次藤凱即肉川生尚子
8月
初日
ω
納
出
休
方
」
剛め識進知の礎務て基事いの書
つ
務文
に
執
「
とのに
」
織ら政組か行て政れ学い行こ大つ
庶務部長 ｜ 庶務課文書係長
小杉 宏｜ 長沢義男
見 学
一一 富山県に置かれる文部省機関巡り 一一
富山工業高等専門学校
国立立山少年自然の家
文部省登山研修所
8月
訂日
嗣
9月
l日 （執 務）
（村
9月
2日
闘
「国の予算と 1執務の基礎知
大学の予算｜識刷について 」｜「予算の執行について 」
（物品の調達）主計課長 ｜経理課用度係長
阿部利夫｜ 加賀見実
公務員制度加I) I 執務の基礎知識（V )「給与 ・ 災害保l「 接遇の知識と実際につい障について 」 ｜ て 」
座 談
ム 去
執務の基礎知
識（羽）
「共済組合（短
期給付）について 」経理課給与係長
松下義春
人事課
給与係長 ｜ 庶務課庶務係長森井 正 ｜ 高松正雄他
「学部事務に ｜執務の基礎知識同 ｜「人事管理について 」｜「電算機について」 ｜ついて 」｜アンケ
4A 嘩隅開閉
重
長井課増事人
骨央
任 俊主野
係与吉同白寸必何必佃珊部理経部
威
時十
管見
伏崎 削
減
早
儲
割
昭和58年度国家公務員レクリェーション
共同事業富山地区ソフトボール大会
昭和58年度国家公務員レクリェーション共同事業富
山地区ソフトボール大会が， 去る9月 2日 （金）県営
軟式球場において富山医科薬科大 学の当番で開催され
ました。
競技は午前9 時3 0分から始まり， 当日 は晴天に恵ま
れ試合運びも順調に進み優勝候補の富山刑務所が強豪
の富山医科薬科大 学， 富山大 学等を敗り見事優勝の栄
冠を獲得しました。 本 学からは（AXB)(C）の3チームが参
加しましたが， （C)チームは決勝戦で富山刑務所チーム
に敗れ惜しくも2位になりました。
なお， 成績は次のとおりです。
優勝 富山刑務所チーム
次勝 富山大学（C）チーム
3 位 富山大学（A）チーム
II 富山医科薬科大 学（A）チーム
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高岡短期大学の開学
国立学校設置法の一部を改正する法律（昭和58年 3
月31日法律第14号）及び国立学校設置法施行規則の一
部を改正する省令（昭和58年 10月 1日 文部省令第26 号）
により， 従来富山大学に置かれていた「富山大学高岡
短期大 学創設準備室」が本年 10月 1日 付けで廃止され，
同日付けで「高岡短期大 学」が開学になりました。
学科は， 産業工芸学科， 産業情報 学科の 2 学科を有
し， 学長， 助教授l名， 事務部長， 総務課長の 4名で
発足， 昭和 61年 4月から学生を受け入れることになっ
ております。
執務は， 新校舎が建設されるまでの当分の聞は， 本
学の事務局（ 5階）で行われていますが， 校舎は高岡
市二上町に建設される予定です。
なお， 同短期大学の概要は次のとおりです。
高岡短期大学の概要
1 . 名 称
高岡短期大学
2. 趣 = 日
地域の多様な要請に積極的にこたえ， 広〈地域
社会に対して聞かれた特色ある短期大学として創
設し， 今後の短期大 学の運営及び教育研究の改善
に資する。
本短期大学の特色は次のとおりである。
(1) 地域の要請にこたえる学科構成
(2) 社会 人の積極的受入れ
( 3 )  履修方法の弾力化
( 4) 優秀な実務家等の教官への任用
(5) 地域との連携の推進
3. 教育研究組織
( 1） 学 科 入学定員
産業工芸学科 75人
20 人
漆工 芸 専 攻 15人
木材工 芸 専攻 15人
産業デザイン専攻 2 5人
（総定員）
(1 50 人）
産業情報 学科 125人
経営 実 務 専攻 40 人
情 報 処 理 専攻 40 人
ビジネス外語専攻 45 人
英米コース 30 人
中国コース 15 人
言十 200 人
(2 )  センター
短期大学開放センター
語学セ ン タ ー
保健管理センター
4. 開学・学生受入れ
昭和 58年 10月 開学（法律上設置）
昭和6 1年 4月 学生受入れ
5. 設置場所
富山県高岡市
(250 人）
(400 人）
シリーズ「富山大学， あの日あの頃」（2 ) 
く20年の歳月〉
(1) 
私は昭和25年 4月に富大に奉職したのだが， 着任後
間もなく金沢大学に用事があり金沢に行って来た。 当
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富山大学名誉教授の会 横 山 辰 雄
時の工学部長柏先生も同大学に用事があり二人で一緒
に金沢へ行った。 ところが偶然車中で当時の富大の事
昭和58年10月1日発行 学
務局長さんと一緒ーになった。 金沢に着くまで三人で談
笑していた訳だが， それから10日私1たった5 月の 14 日
（だったと思う） の午前 l時 （と聞いた） 柏先生は突
然死去された。 死去の前日 はすこぶる元気で， 就寝さ
れる時も機嫌がよかったという話であった。 全く突然、
で， 医師が来た時は既に息を引きとって居られたとい
つ。
ところがその後事務局長さんが亡くなった。 これは
かねてから病気であり， それが重くなって亡くなった
模様であったが， 私は金沢行きの車中で一緒だった二
人の方カ、亡くなり， 2 度ある事は 3度あるというので，
今 度は俺の番かな， とすこし気味が悪かったが何事も
なかった（その後工学部の中川教授が宿病のため亡く
なった）。 私の着任後間もないころの出来事であった
ため深〈記憶に残っている。
最初に不吉な話で申し訳ないが， 学部長や事務局長
の死という事は， 大学における重要な職にある人の死
であるので， 富大における事件のーっと見てもよいだ
ろうから， あえて記した。
(2 ) 
柏工学部長が亡くなった後， 取りあえずは当時の学
長鳥山先生が工学部長を兼ねておられたが， いつまで
もという訳には行かず， 後任の工学部長として適当な
方をという話が進み， 石原先生 （東北大学金属材料研
究所長を停年で辞める） を迎えようとL寸事になり，
石原先生も快諾された。 石原先生は単身赴任をされ，
工学部の学生寮の中にある来客用の特別室に起居され
た。
石原先生が工学部長になられて間もないころ， ータ，
寮の食堂で石原先生をはじめ，寮の一部を改造した“官
会” に住んでいた教官（私もその一人だった） や， 寮
生一同食事を共にした。 その時あいさつに立った石原
先生は紋切り型のあいさつはせず， くだけた調子で，
要点大体次のような話と身振りをされた。
『学士をつくるのが私の仕事ですから， 今ここで学
士をつくってお目にかけます。 まず工学士』と言って，
卓上にあった皿か何かを取り上げて， 手の甲の上に乗
せ『はい甲隠し。 続いては法学士』 とお皿で頬を臨し，
r次は農学士」とお皿を頭の上に乗せ， 『最後は尾龍
ながら』と， くるりと 180度回転して， お皿をお尻の
上に当て『文学士」。 石原先生はすこぶる重厚なる偉
丈夫であられた。 この先生の思いがけないユーモアに
一同拍手喝釆したのは言うまでもあるまい。 石原先生
は， この時は工学部長だったから， つくるのは工学士
報 第239号
だけだった訳だが， 工e学士だけではあっけないので，
すこし脱線された訳だろう。 後に先生は鳥山学長の次
の学長になられたので， 工学土－以外の学士をもつくら
れる事になった訳だが， 法学士や農学士等はつくられ
なかった訳だ。
(3) 
工学部の建物は昔の高岡高商の建物であったので，
不都合な点があり改造を要した。 そのうちのーっとし
て， 商品陳列館の実験 室への改造があった。 木の床を
取り払い割菜を敷き， コンクリートを流し， ガス水道
電線の配管配線をし， 実験机を据えつける等の工事を
する訳だが， 改造後には私どもが入る事になっていた
ので＼工事の進行具合が気になり， 工事中よく見に行
った。 初めのころは朝行って見ると． 。よいとまけH
のような小母さんカ、3 ～4 人来ていて， 取り払った床
の木片か何かを集めて焚火をし， そこらにあった机の
引き出しを引き抜いて それを腰かけにして焚火を囲ん
で談笑している。 商品陳列館はコン クリートの建物
（当時工学部唯一のコン クリート建て ） で はあった
が， 室の真ん中でジャンジャン焚火をして駄弁ってい
るのである。 富大が行っている工事ではなかったのだ
が， 見かねて注意すると， いやな顔をしてしぶしぶ立
ち上る。 その他これに類するような事がしばしばであ
った。 いろいろ珍談があったが， 差し障りがあっては
いけないので省く。 当時は戦後間もなし 日 本全体に
わたって人心荒廃していたとも言えるので， 珍談を生
じたのだろう。 ある大学で， 飛行機の格納庫をもらっ
てその中に化学実験室を作り， 出来上がったころある
朝来て見たら水道のカランが皆無くなっていたという
話を聞いた事もあった。
(4) 
機械工学科 その他の増設。
工学部がスター卜した時は機械工学科は無かった。
機械工学科の無い工学部というのは珍しい存在で， こ
れを増設すべ〈当時の学長の験尾に付して努力した。
若干の問題もあり簡単ではなかったが， 昭和30年に設
置されるに至った。 学長のお伴をして文部省に行き，
審査の会議が行われている室に通じる廊下に立って結
果を待っていた時の気持ちを思い出す。 なお34年に工
学専攻科が設置されたが， これは簡単であった。 私は
28年から34年まで工学部長の席をけがしたのだが， 学
部長をやめた後富大在職中（その聞に評議員を併任し
たりした） の事をついでに記すと， 38年に生産機械工
学科が， 40年に化学工学科が設置されたが， 化学工学
昭和58年lOJJ l日発行
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十｜設置に｜装Jj生して当時の幸Ji· ik.J大学工学部長から1111 向い
話を聞いた事を思い出す。42年に大学院工学研究干｜〔電
気工学， 工業化学， 金属工学． 機械工学（修士課程）〕
が設置されたが， これに関してはいろいろあった。 43
年工学研究科に生産機械工学（修士課程）設置， また
電チ工学科設置、 44 年工学研究科に化学工学（修士課
程） 設置。 (45年3月私は富大を停年退職したのだがー
学園紛争の時評議員をしており， 深く記憶に残ってい
る事もあるが， 紛争に関しては他の先生がお書きにな
るだろう） 。
(5) 
最後に， 工学部移転問題について。
工学部は高岡に居るより富山に移った方カ、教育・研
究上有利との声が盛んになり， 39 年工学部教授会は五
福移転を決議し， 4 1年に大学評議会が機関決定をした
のだったが， その後随分長期間にわたって実施はでき
なかった。 永い聞の懸案だったが， 国立高岡短期大学
も1 0月1 日 付けてい開学になり， 本 年 4月から五福にお
報 第239号
ける工学部の新校合建設もスタートを切ったとの話で，
39 年に工学部教授会で移転決議をした時の事を思い，＇I\
し感慨無ー量である。
私事にわたって申し訳ないが， 私は戦後満州よI) iJ I 
き掲げ， 縁あって富大に奉職し 2 0年の歳月を高岡で
送った。 北陸の生活ははじめてで， 当初は雪で閉口し
たが20年住めば土地に愛着を生じ富山県がなつかしし、。
工学部校庭のボンボン（ ? ）山の近くの， 多分高商の
ものだったろうところの， こわれたプール（富山国体
の時， 水泳は高岡でやるのだと市長さんが参考にと見
に来られたりしたc 見ても参考になるようなものでは
もちろんなかったが）等もなつかしく思い出される。
一方瓦福にできる新校舎にも這かに思いを馳せている
次第である。
砂筆者：o昭和25年 4月富山大学に着任
o昭和45年3月停 年退職
0昭和45年5月富山大学名誉教授の称号授与
職 員 消 息
〈新任者〉
教育学部
附属幼稚園教諭 石野 敦子
理学 部
助 手 飯田 敏
（結晶物理学）
附属図書館
事 務補佐員 中村喜久美（参 考 係）
〈住所変更〉
教育学部
附属中学校教諭 小山 裕子
主 要 行 事
本
EE 
9月1日 部課長会議
2 日 R 連盟富山地区ソフトボール大会
（於， 県営軟式球場 ）
地区部課長会議のあり方についての打合せ
会（於， 浜松医科大学）
つん
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7 日 全学就職説明会
（於， 経済学部201番教室）
品崎ーテ
放射性同位元素総合実験室運営委員会
8 日 部局長懇談会
9日 富山消防署査察
10 ～ 1 1 日 学生部・保健管理センターレクリェーショ
ン（於， 山代温泉）
12日 事務局長研修会（於， 文部省）
事務 電算化講習 会
（於， 私立学校共済大阪宿泊所）
第 11回学寮補導委員会
第12回学寮補導委 員 会
13日 部局長懇談会
第 4 回禄l導協議会
第13回学寮補導委員会
第14回学寮補導委員会
lHI 放射性同位元素総合実験室教育訓練
16日 第布団評議会
第2 凶大学院委員会
国大協第3常置委員会（於，｜毛！大協）
第15回学資補導委員会
17日 第16回小tHili導委員会
19臼 第 3 回大学院委員会
第17回学寮補導委員会
20日 第6同学則検討小委員会
凶有財産笑地調査
21日 第18回学寮補導委員会
第19回学寮補導委員会
22日 H白和58年度物品定期検査説明会
第20回学寮補導委員会
27 E:I 第4凶入学試験管理委員会
27～28日 第四回国立41大学庶務部長会議
（五七岡山大学）
27～10/158 文部省会計事務特別研修
27～10/ 1日 東海・ 北陸地区国立学校等会計事務職員研
修（於， 三重大学）
27～30日 東海・北陸地区係長研修
（於， 浜松医科大学）
28～30日 昭和58年度厚生補導研究協議会
（於， 日 経連人材開発センター富士研究所）
29日 第2 回公開講座委員 会
29～30日 第4回全国国立大学学生部長協議会
（於， 北海道大学）
30日 高山大学構内交通対策委員会
報 安＼239号
人文学部
9月l目 前学期第14週授業開始
教育実習委員 会
初期消火訓練
給与口座振込説明会（対事務系職員）
2日 教育実習委員会
5日 後学期授業時間割担当者会議
学部教務委員会
7日 教授会
学部図書委員会
9日 富山消防署査察
14日 前学期技業終了
給与 口 座振込説明会 （対教官 ）
東アジア研究センター準備会定例研究会
17～18日 真率会レクリェーション（於， 和倉温泉）
21日 フランス学士院代表理事ジャン ・ ルクラン
氏講演会
26日 学部教務委員会
28日 教授会
｜教育学部｜
9月l日 附属養護学校第2学期始業式
附属幼稚闇第2学期始業式
l～2日 教員養成実地指導（事前指導）
3日 教育学部教育実習運営協議会
（中 学校関係）
3～4日 附属中学校学校祭
5日 教育実習（10月18日まで）
6～ 8日 教員養成学部学生合宿研修
（於， 有峰青少年の家）
9臼 富山消防署査察
13日 人事教授会
教育実践研究指導センタ一運営委員会
14日 予算委員会
学部教務委員会・ 補導委員会合｜司会議
学部教務委員会
教授会
19日 人事教授会
昭和60年度入試基本構想委員会
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20～ 22日 全出l羽立大学附属学校連盟北信越地区協議
会 ・ 日 本 教育 大学協会北 陸地区 第三部会
（於， 金沢市）
28日 富山大学体育館運営委員会
29～10/ 1 B 国立大学教育工学センター協議会及び研究
会（於， 三重大学）
経 済 学 部 ｜
9月 5日 各種委員選考委員会
8 日 前学期授業終了
14日 学部補導委員会
学部教務委員会
人事教授会
教授会
26日 学部補導委員会
28日 学部教務委員会
人事教授会
教授会
理 ＋ 品凶 部
9月 1日 初期消火訓練
給与口座振込説明会 （対事務系職員）
5日 前学期 第14週授業開始
6日 大 学院入学者選抜調査書審査
7日 教授会
人事教授会
8 ～ 9 日 大学院理学研究科入学者選抜試験
14日 給与口座振込説明会（対教官）
17日 大学院理学研究科委員会
前学期授業終了
17～18日 真率会レクリェーション （於， 和倉温泉）
20日 大学院理学研究科合格者発表
28日 教授会
工 学 部
9月 l日 図書委員会
2日 選考委員会
6日 専任教授会
6 ～7日 工 学研究科入学試験
8日 授業開始（前学期）
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12日 学部教務委員会
14日 教授会
工学研究科委員会
16日 工学研究科合格者発表
20日 図書委員会
22日 工場運営委員会
28日 前学期授業終了
教 養
9月 5日 図書委員 会
7日 内地・在外研究員に関する委員会
教授会
人事教授会
14日 前学期授業終了
人事教授会
16～29日 前学期末試験
27～28日 全国12大学教養部長 ・事務長連絡会議
（於， 千葉大学）
｜附属図書館｜
9月 6日 係長事務打合せ会
3 0日 第33 回北信越地区国立大学図書館研修会
（於， 新潟大 学附属図書館）
トリチウム科学センター 1
9月9 日 富山消防署査察
18日 トリチウム科 学センター教育訓練
｜ 経営短期大学部 ｜
9 月1日 授業開始
8日 教授会 （第8回）
8 ～14日 期末試験
22日 教授会（第9回）
編 集 富山大学庶務部庶務課
富 山市五福 3 1 9 0 
印制所 あ け ぼ の 企 画
富山市曙町9 - 4 
電話（33)3 3 5 6({-b 
